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　組合員の皆様におかれましては、平素より当組合の事業運営に対し、格別なるご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　また、日頃より地域森林の保全並びに林業振興のため、多大なるご尽力をいただいておりますことに
対し、深く敬意を表する次第であります。
　さて、近年、全国各地において自然災害が激甚化・頻発化しており、森林を取り巻く環境は大きく変
化しております。特に本年、岩手県大槌町で発生した大規模な山林火災では、焼損面積が約1,633ヘク
タールに及び、住宅等にも被害が発生するとともに、多くの住民が避難を余儀なくされました。長年に
わたり育成されてきた森林が短期間で失われる山林火災は、水源涵養機能や土砂災害防止機能など、森
林が有する公益的機能にも大きな影響を及ぼします。
　今回の災害は、私たち林業に携わる者に対し、森林を適切に管理し守り続けることの重要性を改めて
強く認識させるものでありました。森林は木材を生産する場であるだけでなく、国土保全や地球温暖化
防止、生物多様性の保全など、多面的な役割を担う地域の貴重な財産であります。これらの機能を将来
にわたり維持していくためにも、継続的な森林整備が必要不可欠であります。
　一方、林業・木材産業を取り巻く環境は依然として厳しく、燃料費や資材価格の高騰、担い手不足、
林業従事者の高齢化など、多くの課題に直面しております。しかしその一方で、戦後造成された人工林
の多くが本格的な利用期を迎え、森林経営は大きな転換期を迎えております。
　これまで森林整備の中心は、森林を育てるための間伐事業でありましたが、近年では成熟した森林資
源を活用する主伐事業へと徐々に比重が移りつつあります。主伐後に再造林を行い、「伐って、使って、
植えて、育てる」という森林資源の循環利用を進めることは、森林の若返りと二酸化炭素吸収機能の維
持向上につながり、脱炭素社会の実現にも大きく寄与するものと考えております。
　しかしながら、主伐後の再造林や保育には多くの費用と労力を要し、森林所有者の負担も大きいこと
から、再造林対策の充実が全国的な課題となっております。当組合におきましても、森林経営計画に基
づき、伐採から再造林、保育まで一体的な森林整備を進め、持続可能な森林経営に努めているところで
あります。
　また、安全対策につきましても、より一層の徹底が求められております。林業は危険を伴う作業であ
り、労働災害防止は最優先すべき課題であります。当組合では、高性能林業機械の導入や安全教育の徹
底に加え、近年ではドローンや ICT 技術等を活用しながら、安全性と作業効率の向上に取り組んでお
ります。
　さらに、地域林業を将来にわたり維持していくためには、担い手の確保と育成も欠かすことができま
せん。地域行事や林業体験活動等への協力を通じ、子どもたちや若い世代に森林や林業への理解を深め
てもらう取り組みも進めております。森林は長い年月をかけて受け継がれていく地域の財産であり、そ
の大切さを次世代へ伝えていくことも森林組合の重要な役割であると考えております。
　今後とも、地域森林資源の適正な管理と林業振興を通じ、地域社会の発展に寄与できますよう、役職
員一丸となって努力してまいる所存であります。組合員の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご
支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、ご挨拶といたします。

ご挨拶
立山山麓森林組合
代表理事組合長 平　井　敏　廣

経  営  理  念
〜私達は約束します〜

1　森林の公益的機能の発揮を推進します。
1　協同の力により、組合員の経済的社会的地位の向上を目指します。	 	 	
1　森林の適正管理と施業の合理化を通じ、森林の保続培養を推進します。	 	
1　木材の生産力と販売力の向上により、持続可能な森林経営を目指します。	
1　法令を遵守し、公正かつ透明な組織活動を通じ、地域社会への貢献に寄与します。
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立山山麓森林組合通常総代会開催！第27回

科　目 小　計 合　計
Ⅰ 事業総損益

1. 事 業 総 収 益 346,269,204
2. 事 業 総 費 用 183,770,507

事 業 総 利 益 162,498,697
Ⅱ 事業管理費

1. 人 件 費 112,994,270
2. 旅費・交通費 2,231,807
3. 事 務 費 1,388,693
4. 業 務 費 2,461,335
5. 諸 税 負 担 金 4,113,456
6. 施 設 費 17,847,699
7. 雑 費 604,161

事業管理費計 141,641,421
事 業 利 益 20,857,276

Ⅲ 事業外損益
1. 事 業 外 収 益 912,407
2. 事 業 外 費 用 30,000

事業外損益 882,407
経常利益 21,739,683

Ⅳ 特別損益
1. 特別利益 0
2. 特別損失 1,156,418

特別損益 -1,156,418
税引前当期利益 20,583,265

法人税・住民税及び事業税 520,500
当期剰余金 20,062,765
前期繰越剰余金 65,078,486
当期未処分剰余金 85,141,251

科　目 内　訳 小　計 合　計
円 円 円 円

Ⅰ 当期未処分剰余金
⑴当期剰余金 20,062,765
⑵前期繰越剰余金 65,078,486 85,141,251

Ⅱ 剰余金処分額

1.法定準備金 当期剰余金
の 1/5 以 上 4,013,000

Ⅲ 次期繰越剰余金 81,128,251

　令和₈年₄月27日立山山麓林業総合センタ－において第27回通常総代会が開催されました。

　平井敏廣組合長挨拶の後、舟橋貴之立山町長、井上学富山県議会議員、滝口明信富山県 参事・森林

政策課長、須沼英俊富山県森林組合連合会長から祝辞を頂きました。

　議長に上市地区の宮本久雄氏を選出し、提出された令和₇年度事業報告、貸借対照表、損益計算書及

び剰余金処分案外₇議案が審議され、全₈議案が全て原案どおり承認されました。

　総代現在数200名のうち出席総代数は131名でした。（本人出席40名、議決権行使書91名）

▪ 損 益 計 算 書 ▪ ▪第27回通常総代会議案▪

▪令和₇年度　剰余金処分案▪

令和₇年₃月₁日から令和₈年₂月28日まで
（単位：円） 第₁号議案 令和₇年度事業報告書、貸借対照表、損益

計算書及び剰余金処分案の承認について
第₂号議案 令和₈年度事業計画の設定について
第₃号議案 令和₈年度諸手数料の決定について

第₄号議案 ₁組合員に対する貸付金の最高限度額の決
定について

第₅号議案 借入金の最高限度額の決定について
第₆号議案 余裕金預入れ先金融機関の決定について
第₇号議案 役員報酬額の決定について
第₈号議案 役員退任慰労金の贈呈について
付帯決議

組合員数 出資口数 職 員 数
正組合員 3,231人 正組合員 134,883口 一般職員 17名

準組合員 36人 準組合員 1,022口 常 用 人 11名

計 3,267人 計 135,905口 計 28名

井上　　学
富山県議会議員

富山県農林水産部
滝口　明信

参事・森林政策課長

舟橋　貴之
立山町長

富山県森林組合連合会
須沼　英俊

代表理事会長

議　長
宮本　久雄 氏
（上市地区）
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加工販売課
嘱託　田中義治

常勤理事　　　2名
（組合長、参事）
非常勤理事　　13名 
非常勤監事　　3名

現場業務担当

職員
男性　　11名
女性　　6名
合計　　17名

企画課
技師　懸高央己

業務課
係長　松本　稔

総務課庶務係　
書記　出水美緒

計画課　総務課　兼務
課長補佐　盛一　純

加工販売課
技師　磯貝優介

業務課
係長　尾上勝宣

計画課
係長　松倉智美

総務課
嘱託　東 喜代美

総務課庶務係
書記　堀田肖子

総務課会計係　
課長補佐　菅原麻里恵業務課　計画課　課長　稲生次長兼務加工販売課

主任　佐伯祐里
企画課

課長補佐　吉浦知宏

総務部
課長　参事兼務

事業部　
次長　本多一郎

事業部　
次長　川井　滋

事業部　
次長　稲生　満

事業部　計画部　総務部　部長　谷口参事兼務

参事
谷口弘聡

代表理事組合長
平井敏廣

副組合長
中川一郎

理事会運営委員会
委員長　西村文夫

監事会　代表監事
堀田　進

総代会 令和8年４月27日現在
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役員の紹介

立山山麓森林組合　組織図
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　森林組合監査士は、森
林組合の会計や業務執行
状況を専門的な立場から
確認・監査し、適正な組
合運営と健全経営を支え

る資格です。森林組合法や会計、監査実務などの
知識を習得した者が認定され、コンプライアンス
強化や組合員の皆様からの信頼確保に重要な役割
を果たしています。

　森林施業プランナー
は、森林所有者に対し、
森林整備や木材生産に関
する施業提案を行う専門
資格です。森林の現況調

査や経営計画の作成、集約化施業の提案などを通
じ、効率的で持続可能な森林経営を支えていま
す。また、所有者と現場をつなぐ役割を担い、地
域林業の活性化にも貢献しています。

　令和₇年₈月より森林組合に採用され、総務課に配属になりました、
堀田肖子です。未経験の業種で、日々新しい学びの連続ですが、先輩方
にご指導いただきながら、一つひとつの業務に丁寧に取り組んでいま
す。まだ至らない点も多いですが、常に前向きな気持ちを忘れず、一日
も早く皆さまのお役に立てるよう精一杯頑張りたいと思っています。
　今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

総務課庶務係　書記　堀　田　肖　子   さん

総務課会計係　課長補佐

菅　原　麻里恵 さん

業務課森林整備課　係長

尾　上　勝　宣 さん

新 入 職 員 の 紹 介

資格合格スタッフ紹介

監査士試験合格 森林施業プランナー試験合格

　令和₇年10月11日（土）に県民公園
太閤山ランドふるさとパレスにおいて、

「とやま森と木のフェスタ2025」が開
催されました。式典では新湊花とみど
りの少年団の代表者が開会宣言されま
した。森づくりに関する表彰（産業経
済功労、水と緑の森づくり表彰等）が
行われ、産業経済功労の部での平井敏
廣組合長と作業員の片口陽一さんが受
賞しました。

　 令 和₇年11月12日
（水）富山市役所に
て行われた上記表彰
式で、農林漁業優良
生産部門　林業の部
において柴垣勝さん

（写真右）が受賞され
ました。
　柴垣さんは、平成26年に当組合に就職され、
高性能林業機械を駆使し、作業の効率化を図
るとともに、公社・公団等による新植や保育
事業にも積極的に取り組んでおられます。今
後も森林組合事業の発展及び地域林業の活性
化に大きく貢献していただけることを期待し
ています。

　中川宗彦氏（写
真 右 か ら₂人 目 ）
が10月21日、 銀 座
ブロッサム中央会
館にて行われまし
た全国森林組合大
会において、現場技能者功労者表彰を受賞され、そ
の表彰伝達が12月₄日、森林組合役員研修会に合わ
せて行われました。中川氏は入組以来、₇年以上に
わたり現場で伐採された原木をグラップル付トラッ
クで貯木場までの運搬を主な業務とされています
が、木材加工をはじめ伐採及び土木工事など多岐に
わたり技能を発揮され、後進の指導に当たっている
ところであり、今後ますますご活躍されることを期
待しています。
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林業体験教室 (立山町立山北部小学校５年生21人 )

木工教室 (立山町釜ヶ淵小学校５年生10人 )

シイタケ栽培体験教室 (大沢野地区クレヨン年長・年中児35人 )

森林・木材等普及啓発事業

　令和₇年11月27日、立山町立山北部小学校₅年生を
対象に、立山町下田地内の伐採現場や下田加工場の見
学を行う「林業体験教室」を開催しました。
　安全面に配慮したうえで、高性能林業機械 ( ハーベ
スタ ) の動作を見学した児童たちは、その迫力に大き
な歓声をあげていました。
　下田加工場ではコースターの作成や年輪を数える
ゲームなどで木々に触れ、その木々たちが生育する森のはたらきについても学びました。
　児童からもらったお礼の手紙からは、真剣に、楽しく参加してくれたことが伝わり、大変嬉
しく感じました。

　令和₇年12月11日、立山町釜ヶ淵小学校で、木工教
室を開き、タテヤマスギを使い、椅子作りに取り組み
ました。
　椅子作りに先立ち、森林には、きれいな水づくりや
土砂災害防止などの役割があることや林業について説
明しました。
　児童は、大きなとんかちを使い、力いっぱい釘を打
ち込みました。はじめは悪戦苦闘していた児童たちも時間が経つにつれ、どんどん上手になっ
ていきました。
　最後に、欠席したお友達の椅子をみんなで作っている姿が微笑ましく、やさしい気持ちにな
りました。

　令和₈年₄月14日、富山市西大沢の幼保連携型認定
こども園クレヨン園庭にて、( 公社）とやま緑化推進
機構の『森林・木材等普及啓発事業』を活用し、シイ
タケ栽培の体験教室を開催しました。
　園児たちは、大人に見守られながら、「元気に育っ
てねー」と声を掛けながら、「トントントントン」と
上手にシイタケの駒菌を打ち込んでいました。
　一生懸命作業する園児の姿に、組合職員もたくさんの元気をもらいました。
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